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▼
町
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
　

条
例
の
改
正

　

未
就
学
児
の
被
保
険
者
均
等

割
額
を
半
額
に
し
ま
す
。

▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

希
望
の
家
の
設
置
及
び

　
　
　

管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

通
所
介
護
事
業
か
ら
地
域
密

着
型
通
所
介
護
事
業
へ
と
移
行

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

▼
保
育
士
な
ど
処
遇
改
善

　
　
　
　
　

臨
時
特
例
給
付
金

　
　
　
　

１
７
３
２
万
９
千
円

　

保
育
士
な
ど
の
所
得
向
上
の

た
め
に
、
令
和
４
年
２
月
～
９

月
ま
で
の
期
間
、
事
業
所
に
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。
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１月臨時会１月臨時会

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に

　
　

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　

３
億
５
３
５
０
万
円

　　

住
民
税
非
課
税
世
帯
や
家
計

急
変
世
帯
に
、
１
世
帯
10
万
円

を
支
給
す
る
予
算
で
す
。

▼
大
治
町
子
育
て
世
帯
へ
の

　
　
　
　
　

臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
万
円

　

児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
を

超
え
る
子
育
て
世
帯
に
対
し

て
、
児
童
１
人
あ
た
り
10
万
円

を
支
給
す
る
予
算
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
む
け
て

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
む
け
て

　大治保育園　最後の卒園式と閉園式

　　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
可
決

令
和
４
年
度
当
初
予
算
可
決

　
１
月
臨
時
会
を
１
月
14
日
に
行
い
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
へ
、
１
世
帯
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金
と
、
所
得
制

限
を
超
え
た
子
育
て
世
帯
へ
児
童
１
人
あ
た
り
10
万
円
の
臨

時
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
に
開
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
プ
ー
ル
施
設
を
見
直
す
た
め
の
基
本
構
想
策
定
な
ど

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含
む
25
議
案
を
可
決
・
同
意

し
、
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

▼
子
育
て
支
援
施
設
管
理
事
業

　

乳
幼
児
や
保
護
者
が
交
流
す

る
場
、
ま
た
、
授
業
終
了
後
の

小
学
生
の
居
場
所
と
な
る
施
設

の
管
理
事
業
費
で
す
。

▼
高
齢
者
見
守
り
支
援
事
業

　

行
方
不
明
と
な
っ
た
高
齢
者

な
ど
を
発
見
し
た
際
、
早
期
に

家
族
な
ど
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

高
齢
者
見
守
り
ラ
ベ
ル
・
シ
ー

ル
（
Ｑ
Ｒ
付
）
を
交
付
し
ま
す
。

▼
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

運
営
業
務
委
託

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
高
齢

者
な
ど
が
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
相
談
窓
口
を

新
設
し
ま
す
。

▼
公
民
館
の
講
堂
・
体
育
室

　
　
　
　
　
　

床
面
改
修
工
事

　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

工
期
は
約
１
カ
月
で
、
７
月

頃
に
着
工
予
定
で
す
。

    

　　
令

和

４

年

度　

主

な

施

策

▼
民
間
プ
ー
ル
活
用

　
　
　
　
　
　

授
業
支
援
委
託

　

各
小
学
校
の
水
泳
授
業
を
、

民
間
の
室
内
プ
ー
ル
で
実
施
し

ま
す
。

▼
子
ど
も
・
若
者
相
談
員

　
　
　
　
　
　

配
置
業
務
委
託

　

幅
広
い
支
援
に
つ
な
が
る
よ

う
、
相
談
窓
口
の
開
設
日
を
、

週
１
日
か
ら
週
２
日
に
増
や
し

ま
す
。

主
な
条
例
改
正

― 

３
月
定
例
会 

―

主
な
補
正
予
算

― 

１
月
臨
時
会 

―

　詳しくは４ページへ

詳しい説明はこちら
からどうぞ
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い
な
か
っ
た
。

　

今
回
は
歩
道
点
検
も
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

　

車
道
と
歩
道
は
同
時

に
測
定
が
で
き
な
い
の
で
、
歩

道
は
町
職
員
が
調
査
し
、
点
検

す
る
。

　

補
修
の
際
は
、
車
道
と
歩
道

を
同
時
に
修
繕
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
む
。

◆
安
全
確
保
は

　

中
学
校
の
下
水
道
接

続
工
事
の
安
全
の
確
保
は
ど
う

す
る
の
か
。

　

工
期
は
６
カ
月
ほ
ど

で
あ
る
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ト
で
囲
う
な
ど

し
て
、
危
険
が
及
ば
な
い
よ
う

進
め
て
い
く
。

　　
不
登
校
対
策
は
十
分
か

不
登
校
対
策
は
十
分
か

　　　議　　　案　※議長は採決に加わりません 賛成 反対 議決
結果

令和３年度　一般会計補正予算（第８号） １０ ０ 可決

町個人情報保護条例の一部改正 ９ １ 可決

町防災会議条例の一部改正 １０ ０ 可決

町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 １０ ０ 可決

町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部改正

１０ 0 可決

町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例及び教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の
勤務条件に関する条例の一部改正

１０ ０ 可決

町職員の給与に関する条例の一部改正 １０ ０ 可決

町国民健康保険税条例の一部改正 １０ ０ 可決

町総合福祉センター希望の家の設置及び管理に関する
条例の一部改正

１０ ０ 可決

町公共用物の管理に関する条例の一部改正 ９ １ 可決

町道路占用料条例の一部改正 ９ １ 可決

町消防団条例の一部改正 １０ ０ 可決

町消防団員等公務災害補償条例の一部改正 １０ ０ 可決

令和３年度　一般会計補正予算（第９号） １０ ０ 可決

令和３年度　一般会計補正予算（第１０号） １０ ０ 可決

令和３年度　一般会計補正予算（第１１号） １０ ０ 可決

令和３年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） １０ ０ 可決

令和４年度　一般会計予算 ９ １ 可決

令和４年度　国民健康保険特別会計予算 １０ ０ 可決

令和４年度　土地取得特別会計予算 １０ ０ 可決

令和４年度　介護保険特別会計予算 １０ ０ 可決

令和４年度　後期高齢者医療特別会計予算 ９ １ 可決

令和４年度　下水道事業会計予算 １０ ０ 可決

愛知県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び愛知県市町村職員退職手当組合規約の変更

１０ ０ 可決

固定資産評価審査委員会委員の選任（伊藤辰幸氏） １０ ０ 同意

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を非難する決議 １０ ０ 可決

１月
臨時会

３
　
月
　
定
　
例
　
会

事
業
費
が
昨
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
る
。
な
ぜ
か
。

　

対
象
者
が
増
え
た
地

区
で
、
民
生
委
員
の
増
員
の
要

望
が
あ
っ
た
た
め
、
31
人
か
ら

35
人
に
増
員
す
る
予
定
。

◆
な
ぜ  

減
額

　

子
ど
も
会
運
営
費
補

助
金
を
減
額
し
た
理
由
は
。

　

団
体
数
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
令
和
２
年
度

は
18
団
体
、
３
年
度
は
11
団
体

で
、
４
年
度
は
８
団
体
に
な
る

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

◆
効
率
的
な
補
修
が
で
き
る
か

　

今
ま
で
道
路
ス
ト
ッ

ク
補
修
事
業
費
は
、
車
道
の
み

で
、
歩
道
の
調
査
が
含
ま
れ
て

質
問

答
弁

し
て
授
業
を
行
う
。

　

既
存
の
プ
ー
ル
は
防
火
水
槽

と
し
て
維
持
管
理
し
つ
つ
、
今

後
、
解
体
も
含
め
て
検
討
し
て

い
く
。

◆
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

　

成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
事
業
の
実
施
計
画
と
、
市

民
後
見
制
度
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　

令
和
４
年
度
は
相
談

業
務
と
広
報
啓
発
を
重
点
的
に

行
う
。

　

市
民
後
見
制
度
に
つ
い
て

は
、「
大
治
町
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
増
額
す
る
理
由
は

　

民
生
児
童
委
員
活
動

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

◆
ど
う
や
っ
て
見
守
る

　

高
齢
者
見
守
り
支
援

事
業
の
内
容
の
詳
細
は
。

　

連
絡
先
が
記
載
で
き
る
よ
う

に
し
た
ら
ど
う
か
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
刷

し
た
ラ
ベ
ル
を
配
布
し
、
高
齢

者
の
衣
類
や
持
ち
物
に
つ
け
て

も
ら
う
。
行
方
不
明
時
に
発
見

者
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

と
、
家
族
に
情
報
が
発
信
さ
れ

る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

連
絡
先
の
記
載
な
ど
は
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
難
し
い

と
考
え
る
。（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会

社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
）

◆
プ
ー
ル
授
業  

ど
う
変
わ
る

　

民
間
プ
ー
ル
で
小
学

校
の
水
泳
の
授
業
を
実
施
す
る

が
、
そ
の
運
営
方
針
は
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
の
プ
ー
ル

は
ど
う
す
る
の
か
。

　

民
間
プ
ー
ル
へ
は
学

年
単
位
で
バ
ス
で
移
動
す
る
。

　

施
設
の
水
泳
指
導
員
も
配
置

◆
課
税
対
象
に
な
る
の
か

　

改
正
内
容
は
。

　

ま
た
、
非
課
税
の
費
用
弁
償

か
ら
報
酬
に
代
わ
る
が
、
源
泉

徴
収
は
す
る
の
か
。

　

出
動
単
位
が
回
数
か

ら
日
数
と
な
り
、
一
日
最
長
７

時
間
45
分
を
想
定
し
て
い
る
。

　

報
酬
は
課
税
対
象
と
な
る

が
、
源
泉
徴
収
に
つ
い
て
は
消

防
庁
と
国
税
庁
が
協
議
を
し
て

い
る
。

◆
取
得
し
や
す
い
環
境
か

　

育
児
休
業
の
相
談
体

制
に
関
し
て
、現
状
の
体
制
と
、

今
後
の
予
定
は
。

　

相
談
窓
口
は
既
に
あ

り
、『
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ

ク
』を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
不
安
解
消
に
つ
な

が
る
よ
う
な
体
験
談
の
紹
介
な

ど
も
予
定
し
て
い
る
。

◆
変
更
に
よ
る
影
響
は

　

通
所
介
護
か
ら
地
域

密
着
型
通
所
介
護
へ
の
変
更
理

由
は
。

　

ま
た
利
用
者
へ
の
影
響
は
。

　

近
隣
に
民
間
事
業
者

が
増
え
て
、
事
業
運
営
が
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
す
る
。

　

利
用
料
の
負
担
は
増
え
る

が
、
よ
り
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
ど
う
な
る  

休
止
中
プ
ー
ル

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
基
本
構
想
策
定
業
務
委
託
料

と
は
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
案
は
あ
る

の
か
。　

休
止
中
の
温
水
プ
ー

ル
を
改
修
す
る
計
画
策
定
の
た

め
の
業
務
委
託
で
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
運
動
用
の
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
を
メ
イ
ン
に
、

住
民
の
憩
い
の
場
を
併
せ
持
つ

施
設
の
案
が
あ
る
。

　

今
後
、
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
考
え
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

職
員
の
育
児
休
業
な
ど
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
議
案
質質
疑疑

ダ
イ
ジ
ェ

ダ
イ
ジ
ェ
スス
トト

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
問
と

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
問
と

答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
消
防
団
条
例
の

　
　
　
　
　

一
部
改
正

質
問

答
弁

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
希
望

の
家
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

令
和
４
年
度

　
　
　

一
般
会
計
予
算

反
対
討
論　

吉
原
議
員

　

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
運

営
を
町
直
轄
で
は
な
く
事
業
委

託
に
す
る
た
め
、
反
対
す
る
。

　

子
育
て
支
援
施
設
を
造
る
の

な
ら
、
正
規
職
員
と
し
て
新
た

に
保
育
士
を
採
用
す
る
こ
と
は

必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
事
業
委
託
に
し
た
ほ

う
が
経
費
は
少
な
く
て
済
む
か

も
し
れ
な
い
が
、
町
直
轄
で
運

営
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成
討
論　

三
輪
議
員

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
町
全
体
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
の
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
経
費
、
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
。

　

ま
た
、
砂
子
防
災
公
園
の
整

備
や
町
内
河
川
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ

渫
な
ど
の

災
害
対
策
、
福
祉
の
向
上
と
安

心
安
全
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

り
、
賛
成
す
る
。
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ずばり直言！ずばり直言！ 一 般 質 問 一 般 質 問
スマホから簡単に見られます！

大治町議会   YouTube

各議員の一般質問はＱＲコード
からアクセスできます。

一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般に

ついて質問することです。質問と答弁を要約してお知らせします。

　

当
初
、
町
は
接
種
券

が
町
民
に
送
付
さ
れ
た

の
ち
の
接
種
を
推
奨
し

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
は

町
内
の
医
療
機
関
で
行
う
個
別
接
種
で
は
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集

団
接
種
は
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
と
広
報
し
て
い

た
。
し
か
し
、
現
状
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
接
種
の
開
始
が
他
の
市
町
村
よ
り

遅
れ
た
の
は
、
接
種
券
の
送
付
や
集
団
接
種

の
実
施
が
遅
れ
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
。

町
長　

現
在
も
、
接
種
券
送
付

後
の
接
種
を
推
奨
し
て
い
る
。

医
療
機
関
で
は
モ
デ
ル
ナ
社
製

ワ
ク
チ
ン
も
接
種
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
接
種
券
は
国
や
県
の

接
種
方
針
を
踏
ま
え
、
６
カ
月

を
経
過
し
た
方
か
ら
、
順
次
発

送
し
て
い
る
。

　

集
団
接
種
は
１
カ
月
早
め
て

実
施
し
た
。

そ
の
他
５
問
あ
り
ま
し
た
。

𠮷原経夫議員

予定を早めて実施

　　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
問
う

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
問
う

　

文
部
科
学
省
の
実
態

調
査
に
よ
る
と
、
不
登

校
の
小
学
生
の
36
％
、

中
学
生
の
42
％
が
誰
に

も
相
談
で
き
な
か
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
５
年

間
い
ず
れ
も
小
学
校
に
お
け
る
増
加
率
が
高

く
、
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
本
町
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

ま
た
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
リ
モ
ー
ト

で
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は

な
い
か
。

鈴木　満議員

リモート授業について協議中

教
育
長
　
不
登
校
の
児
童
生
徒

の
相
談
窓
口
と
な
る
「
子
ど
も

応
援
本
部
」
や
適
応
指
導
教
室

「
ト
ラ
ス
テ
ィ
」
を
、
児
童
生

徒
や
保
護
者
に
向
け
案
内
し
て

い
る
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
が
不
登
校
の
子
ど
も
や

保
護
者
と
面
談
し
て
い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
リ
モ
ー
ト
授
業
を
ト
ラ
ス

テ
ィ
で
開
始
し
た
い
。

　　
不
登
校
対
策
は
十
分
か

不
登
校
対
策
は
十
分
か

　

平
成
30
年
６
月
18

日
、
大
阪
府
北
部
を
震

源
と
す
る
M
６
・
１
の

地
震
が
発
生
し
、
死
者

６
名
の
う
ち
２
名
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に

巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
し
た
。
そ
の
た
め
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
や
見
直
し
が
各
地
で
行
わ

れ
た
。
本
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
に
費
用
補
助

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

鈴木康友議員

今のところ補助は考えていない

　　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
を
進
め
よ

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
を
進
め
よ

町
長　

平
成
30
年
度
に
職
員
が

町
内
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
を
実

施
し
、
箇
所
図
を
作
成
し
た
。

現
在
も
、
町
内
巡
回
時
に
は
確

認
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
区
を
絞
っ
た
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
と
チ
ラ
シ
の
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
、
啓
発
に

努
め
て
い
る
。

　

撤
去
の
費
用
補
助
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

木
の
お
も
ち
ゃ
は
感

性
豊
か
な
乳
幼
児
に
、

香
り
や
触
り
心
地
な
ど

五
感
に
刺
激
を
与
え
る

に
は
最
適
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

子
ど
も
の
「
木
育
」
は
、
い
ま
注
目
さ
れ

て
い
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
国

産
材
で
作
っ
た
木
の
お
も
ち
ゃ
に
「
は
る

ち
ゃ
ん
」
の
焼
き
印
を
入
れ
て
、
乳
幼
児
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
は
ど
う
か
。

後藤田麻美子議員

　　
乳
幼
児
の
「
木
育
」
に
つ
い
て

乳
幼
児
の
「
木
育
」
に
つ
い
て

触れ合う環境や機会を増やす

町
長　

令
和
３
年
度
の
森
林
環

境
譲
与
税
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー

で
使
用
す
る
国
産
材
の
遊
具
な

ど
の
購
入
費
に
充
て
た
。

　

今
後
も
、
木
の
お
も
ち
ゃ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
が
子
育
て
支

援
施
設
な
ど
で
木
に
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
や
機
会
を

整
備
し
て
い
き
た
い
と
、
考
え

て
い
る
。

　
八
ツ
屋
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
防
災
体
制
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
内
の
児

童
室
の
利
用
者
は
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

児
童
室
を
子
育
て
世
代
の
交
流
の
場
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
、「
ま
た
行
き
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
に
整
備
し
た
り
、
有
効
活
用

す
る
た
め
の
施
策
を
問
う
。

町
長　

現
在
は
、
閉
室
し
て
い

る
が
、
今
後
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
し
て
児
童
室

の
利
用
に
問
題
が
な
い
と
判
断

し
た
と
き
に
は
、
開
室
す
る
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
の
遊
び
場

や
子
育
て
世
代
の
交
流
の
場
所

と
し
て
玩
具
、
遊
具
、
机
、
図

書
な
ど
を
整
備
し
、
充
実
し
た

環
境
を
整
え
て
い
く
。

（
※
４
月
８
日
現
在
は
開
室
中
）

環境を整備していく

　　
児
童
室
の
有
効
活
用
を

児
童
室
の
有
効
活
用
を

手嶋いずみ議員

選挙の結果
■海部地区環境事務組合議会議員の

　任期満了に伴う選挙　

　　　　　　　　　　　　松本　英隆　議員

人事案件

■固定資産評価審査委員

　　伊藤　辰幸　氏（新任）

　
任期は、令和４年４月７日か

ら３年間です。

　決　議

　２０２２年２月２４日、ロシアはウクライナ

へ軍事侵攻を行った。これは、ウクライナの主

権及び領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁

ずる国際法の深刻な違反であり、国連憲章の重

大な違反である。

　また、一般市民を犠牲にする蛮行は、断じて

容認することはできない。

　よって、大治町議会は、ロシアによるウクラ

イナへの攻撃と主権侵害に対し、厳重に抗議す

るとともに、ロシ

ア軍の即時かつ無

条件での完全撤退

を強く求めるもの

である。

　以上、決議する。

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を

　　　　　　　　　　　　　　　非難する決議

　　　　議場にて黙祷

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ

子
ど
も
応
援
本
部
で
の
電
話
相
談

稲
沢
市
で
新
生
児
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
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▼
３
月
８
日
の
本
会
議
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
犠
牲
者
と
東
日
本

大
震
災
の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

▼
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が

始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。

　

一
日
も
早
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
た
ち
が
安
心
し
て
安
全
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
強
く
願
い
ま
す
。

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
。
い
ま
だ
に
３
万
人
以
上
の
方
が

避
難
生
活
を
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
３
月
16
日
に
は
福
島
県

沖
で
、
18
日
に
は
岩
手
県
沖
で
も
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
年
間
で
き
な
か
っ
た
「
議
会
報
告
会
」。

今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、「Y

o
u
T

u
b

e

」
で
配
信
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
（
過
去
４
回
分
）
も
公
開
し

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
最
後
に
、
３
月
末
で
閉
園
さ
れ
た
大
治
保
育
園
の
関
係
者
の

皆
さ
ま
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

暫
時
休
憩

６月定例会  日程（案）　

５月２５日（水）議会運営委員会

６月　１日  （水）開会　上程・提案説明

　　　６日  （月）一般質問

　　　７日  （火）質疑など

　　　９日  （木） 総務建設常任委員会

　　　　　　　　　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　１０日  （金） 文教厚生常任委員会

　　　　　　　　　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　１７日  （金） 予算決算常任委員会

　　　　　　　　採決など　閉会

※開会は午前10時です。日程は変更となる場合があります。

　陳情書などは５月１８日受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

　
令
和
４
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
、
大
治
保
育
園
が
閉
園
と
な

り
ま
し
た
。

　

72
年
の
長
き
に
わ
た
る
保
育

の
実
施
に
、
町
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
西

に
し
じ
ょ
う条
雲う
ん
げ華
園
長

(

74
歳)

に
お
話
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。

―
―
大
治
保
育
園
の
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

農
繁
期
に
檀
家
さ
ん
の
お
子

さ
ん
を
預
か
っ
て
い
た
こ
と
が

始
ま
り
で
、
時
代
の
流
れ
と
共

に
大
治
で
最
初
の
保
育
所
と
な

り
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
に
、
50
名
の
児
童

を
預
か
り
、
本
堂
を
利
用
し
て

開
園
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
園

児
の
増
加
に
合
わ
せ
遊
戯
室
、

保
育
室
を
増
築
。
さ
ら
に
、
昭

和
46
年
に
は
鉄
骨
２
階
建
の
園

舎
を
増
設
し
ま
し
た
。

　

通
園
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台

を
運
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
駐

車
場
も
広
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
３
６
５
５
名
の
園
児
が
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
―
園
長
に
な
ら
れ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。

　

父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
昭
和
54
年
、
32

歳
の
時
に
住
職
と
な
り
、

園
長
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
住
職
と
園
長
の
仕

事
は
大
変
で
は
な
か
っ

た
で
す
か
。

　

ほ
と
ん
ど
休
む
暇
が

な
く
、
多
忙
な
毎
日
で
し

た
。
お
か
げ
で
現
在
ま
で

良
き
伴
侶
に
恵
ま
れ
ず
、

家
族
と
い
え
ば
愛
犬
一

匹
で
す
。

　

し
か
し
、
43
年
間
子
ど

も
た
ち
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
、
幸
せ
で
し
た
。

―
―
園
の
教
育
方
針
は

何
で
し
た
か
。

　

仏
教
保
育
な
の
で
、

仏
教
の
思
想
を
通
し
て
、

感
謝
の
心
を
育
む
保
育

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め

ん
な
さ
い
」
と
素
直
に
言
え
る

子
ど
も
に
育
つ
こ
と
を
、
園
の

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
き
ま
し
た
。

―
―
園
独
自
の
取
り
組
み
は
あ

り
ま
し
た
か
。

　

毎
朝
、
仏
教
讃
歌
「
の
の
さ
ま

の
う
た
」
を
歌
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
食
の
挨
拶
で
は
両

手
を
合
わ
せ
て

『
食
前
の
言
葉
』

先
生
…
「
多
く
の
命
と
み
な
さ

ま
の
お
か
げ
に
よ
り
、
こ
の
ご

ち
そ
う
を
恵
ま
れ
ま
し
た
。」

園
児
…
「
深
く
ご
恩
を
喜
び
、

あ
り
が
た
く
い
た
だ
き
ま
す
。」

『
食
後
の
言
葉
』

先
生
…
「
尊
い
お
恵
み
を
お
い

し
く
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
御

恩
報
謝
に
つ
と
め
ま
す
。」

園
児
…
「
お
か
げ
で
、
ご
ち
そ

う
さ
ま
で
し
た
。」

と
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
ま

す
。
食
べ
物
に
関
わ
る
全
て
の

も
の
に
手
を
合
わ
せ
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

―
―
最
後
に
一
言

●
保
育
士
よ
り

　

私
は
、
大
治
保
育
園
で
11
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
園
児
の
成
長
を
見
守
り
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
大
治
保
育
園
で
園
児

が
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
姿
が
見

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、
と
て

も
寂
し
く
思
い
ま
す
。

　

巣
立
っ
て
い
っ
た
園
児
が
、

元
気
に
健す

こ

や
か
に
育
つ
こ
と

を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

●
園
長
よ
り

　

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ

て
く
れ
た
園
舎
に
は
、
愛
惜
を

感
じ
る
思
い
で
す
。

　

72
年
間
と
い
う
長
い
歴
史
の

中
で
、
大
治
保
育
園
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
先
生

方
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
い

つ
も
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
地
域
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
（
土
）
に
卒
園
生

５
名
、在
園
児
５
名
で
卒
園
式
、

閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
園
生
一
人
一
人
が
別
れ
を

惜
し
む
園
舎
に
届
け
と
ば
か
り

に
、
一
年
間
の
思
い
出
を
大
き

な
声
で
発
表
す
る
姿
は
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
き
っ
と
先

生
と
共
に
、
何
度
も
練
習
を
重

ね
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

会
場
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
卒

園
生
の
集
合
写
真
も
飾
ら
れ
、

大
治
保
育
園
の
長
い
歴
史
を
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ
た

健す
こ

や
か
な
、朗ほ
が

ら
か
な
日
々
は
、

確
か
な
形
と
な
っ
て
皆
さ
ま
の

胸
の
中
に
残
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

園
長
先
生
は
じ
め
、
多
く
の

先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

№６７

まちかどまちかど

インタビューインタビュー

●
地
域
公
共
交
通
調
査
特
別
委
員
会

　
令
和
２
年
３
月
に
設
置
し
た
地
域
公
共
交
通
調
査
特
別
委
員
会

は
、現
行
の
福
祉
巡
回
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
現
地
確
認
す
る
な
ど
し
、

10
回
に
わ
た
り
委
員
会
で
調
査
・
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
福
祉
巡
回
バ
ス
の
利
便
性
向
上
へ
む
け
て
、
ル
ー

ト
変
更
と
停
留
所
追
加
の
要
望
書
を
、
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

さようなら　ありがとう　大治保育園

　
３
月
８
日
、
本
会
議
終
了
後
、
公
民
館
の
講
堂
・
体
育
室
床
面

改
修
工
事
や
下
水
道
工
事
な
ど
の
現
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

●
予
算
決
算
常
任
委
員
会


